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研究成果の概要（和文）：事件に関する情報を聴取する模擬取調べにおいて、①面接者が「すべて話してくださ
い」のように自由報告を求める質問（オープン質問）を中心に行う方が、選択式の質問（クローズド質問）を行
うよりもより正確な情報が得られた。また、②非侵襲的脳機能画像法を用いた脳活動の検討結果から、左下前頭
回および記憶関連領域において、オープン質問時にクローズド質問時よりも有意な活性化が得られた。以上の科
学的な根拠にもとづいて、オープン質問を取調べの適切さを客観的に評価する指標にできることが示された。

研究成果の概要（英文）：To obtain information about a crime in mock interrogations, (1) questions 
that ask for free reporting, such as “Please tell me everything” (open questions), yield more 
accurate information than multiple choice questions (closed questions), and (2) results from 
non-invasive functional brain imaging show that open questions cause more significant activation in 
the left inferior frontal gyrus and memory-related areas than closed questions. This scientific 
evidence shows that open questions can be used as an objective indicator to evaluate the 
appropriateness of an interrogation.

研究分野：犯罪心理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
被疑者や目撃者に対する取調べで得られた供述の真偽が裁判で争点となることが少なくない。しかし、供述の信
頼性が争点となる裁判において、取調べの適切性を判断する明確な指標が、裁判官、裁判員に示されることはな
い。本研究は、法学、心理学、脳神経科学の学際的研究によって、自由報告を求める質問が取調べの適切性を判
断する一つの指標にできること、特にその科学的根拠について非侵襲的脳機能画像法を用いた脳活動の検討結果
から明らかにしたという点において、社会的意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
事件の目撃者、被害者、容疑者から得られる情報は、事件解決の重要な手がかりとなるが、誤
った情報によって冤罪が引き起こされたケースが数多く存在する。心理学者は対象者から可能
な限り正確な情報を得て虚偽供述を防ぐ面接法の研究に着手し、開発された面接法が現在、複数
の国の警察や検察の実務で使用されている（Bull & Rachlew，2020）。具体的な面接法として、
目撃者や被害者に対する認知面接（Fisher & Geiselman, 1992）、子供に対する NICHDプロト
コル（Lamb, et al. 2017）、被疑者に対する PEACEモデル（Bull, 2019）があげられる。これ
らに共通するのは面接内容が構造化されており、オープン質問（「すべて話してください」など
のように自由報告を求める質問）を重視していることである。オープン質問で得られる回答は、
クローズド質問（「Aですか？ Bですか？」のように選択を求める質問）で得られる回答よりも
正確であり (Waterman，Blades，& Spencer，2001)、被疑者が嘘をついているかどうかを適切
に判断するのに役立つ (Vrij，et al. 2007)。またクローズド質問は、面接者の否定的なフィード
バックや暗示の強さによって記憶が変容すること（McMurtrie et al. 2012）も明らかにされて
いる。 
日本では自由報告を重視する面接法で得られた子どもの証言が裁判で証拠として採用される
こともある（成富，2021）が、大人を対象とした取調べにおいては自由報告を重視する認知面接
や PEACE モデルは，警察、検察、司法に十分に受け入れられていない（稲葉ら, 2020 年；大
西，2007年）。また、被疑者や目撃者に対する取調べで得られた供述の真偽が裁判で争点となる
ことが少なくないが、供述の信頼性が争点となる裁判において、取調べの適切性を判断する指標
が、裁判官、裁判員に示されることはない。このような状況を踏まえると、取調べの適切性を評
価する客観的な指標を確立する必要があると考えられる。またその指標や根拠は司法関係者だ
けでなく、将来裁判官となる可能性のある市民にも受け入れられるものでなければならないと
思われる。 
非侵襲的脳機能画像法を用いた研究は、これまで人の記憶や情報処理に関わる神経基盤を明
らかにしてきた。前頭前野がエピソード記憶の検索において中心的な役割を果たし (Miyake et 
al. 2000)、左下前頭回が情報源を思い出すときに強く賦活し、正確な想起に関与していると考え
られている (Miller & Cohen, 2001; Ranganath & D'Esposito, 2001; Ranganath et al. 2000)。
もしもオープン質問とクローズド質問で、被面接者の記憶や情報処理に関わる神経基盤の違い
が解明されれば、オープン質問の適切性を支持する強力な科学的根拠を示すことができると考
えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、質問の種類（オープン質問 vs. クローズド質問）によって、回答の正答率、及び
暗示の影響の大きさが異なるか、また賦活する神経基盤が異なるかを明らかにすることを目的
とし、次の３つの仮説をたてた。 
(1) クローズド質問よりもオープン質問の方が回答の正答率が高い。 
(2) 否定的なフィードバックによって回答の正答率が低下し、その程度はクローズド質問がオ
ープン質問よりも大きい。 

(3) オープン質問とクローズド質問では、被面接者の神経基盤の賦活に違いがみられ、オープ
ン質問の方が左下前頭回の活性が高まる。 

 
３．研究の方法 
研究の方法は次のとおりであった。 
実験参加者  右利きで健康な 19 人が実験に参加した。 
材料 実験参加者に提示する模擬窃盗事件に関する動画（約５分）を用いた。また、質問項目、
回答の選択肢、回答に対する確信度（７件法）の選択肢を含むすべての刺激は、Presentation 
14.8 ソフトウェア (Neurobehavioral Systems, Albany, CA, USA) を使用して提示された。質
問項目は、２種類の質問(オープン質問 vs. 
クローズド質問) と質問内容 (動画と関係
のある内容 vs. 動画と無関係の内容) を組
み合わせた。 
手続き 実験参加に同意した参加者には
課題の手順についての詳細な情報が与えら
れた。また、実験参加者は映像に登場する主
人公になりきって、その場面を追体験するよ
うにして見るように教示された。質問課題に
関する説明にあたっては図１を用いた。実験
参加者は、スキャナー内で映像視聴後、提示
された質問に対して手元のボタンを押して
回答した。1回目の実験では休憩をはさんで



30 試行（図１に、１施行の流れを示した）を２回行った。1回目の実験終了後、実験者はスキャ
ナー内の実験参加者に、回答を精査する間、しばらく待つように指示した。その 5分後、実験者
は参加者に、「回答を確認したところ、多くの間違いが見つかりましたので、もう一度回答を思
い出してください」と否定的なフィードバックを行った。その後、２回目の実験が行われた。実
験の内容は、１回目と同じであった。実験１と 2の所要時間は約 1時間であった。 
 
４．研究成果 
 回答の正答率、否定的なフィードバックの影響、非侵襲的脳機能画像法を用いた脳活動の検討
結果は次のとおりであった。 
(1) 回答の正答率 動画に関する質問については、否定的なフィードバックを挟む１回目の実
験、２回目の実験ともに、オープン質問の正答率がクローズド質問よりも有意に高かった。
この結果は先行研究（Hershkowitz，Horowitz，Lamb，Orbach ＆ Sternberg，2004 年；Naka，
2012 年）と一致するものであり、仮説１を概ね支持する。回答の確信度については、２回
目の実験で、実験動画に関する質問のみオープン質問の確信度がクローズド質問よりも有
意に高かった。また、質問の内容に関わらず、１回目、２回目の実験ともに、オープン質問
の回答時間がクローズド質問よりも有意に長かった。 

(2) 否定的なフィードバックの影響 否定的なフィードバックを挟む１回目と２回目の回答の
変化については、動画と無関係な質問のみ、クローズド質問の方がオープン質問よりも有
意に高い回答の変化率を示し、被暗示性が有意に高いことが示された。仮説２は一部支持
された。 

(3) 非侵襲的非侵襲的脳機能画像法を用いた脳活動の検討 左下前頭回と記憶と関連する領域
の賦活は、クローズド質問と比較してオープン質問で有意に大きく、仮説３を支持した。ク
ローズド質問では、実験参加者は自分の選択を再確認するだけであるが、オープン質問で
は記憶を想起して言語化する必要がある。得られた結果はこのことを反映していると思わ
れる。また１回目の実験（否定的なフィードバック前）が２回目の実験よりも脳の賦活が有
意に大きかった。１回目の実験では、参加者は初めて見る動画の内容に関する記憶を検索・
想起し、質問に回答した。そして否定的なフィードバックを挟んで実験参加者はもう一度
慎重に考えながら質問に回答した。このことから、同じ課題を２回目に行ったときよりも、
1 回目に行ったときの脳の賦活がより強まったと考えられる。回答に対する確信の強さや
否定的なフィードバックと脳活動の間には関連がみられなかった。 
 
以上の結果から、クローズド質問に比べてオープン質問は、被面接者の構文処理や記憶
負荷に関与する左下前頭回の賦活を促進する。そのためより正確な情報が得られると考え
られる。本研究の結果から、取調べにおいてはクローズド質問よりもオープン質問が適切
であること、そしてそのことを支持する有力な科学的根拠が示された。 
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